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長およびパッケージングシグナル領域の vRNAを in vitro合成し、ゲルシフトア
ッセイを用いて in vitro環境下における vRNA間相互作用の解析を行った。8種
類の vRNA 間の組み合わせ全 28 ペアのうち、15 ペアで vRNA間相互作用が認
められた。これらのうち、13ペアで 3’末端もしくは 5’末端パッケージングシグ
ナル領域を介した RNA間相互作用が存在することが明らかとなった。興味深い





































なお、本学位授与申請者は、令和 2年 2月 7日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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